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並列処理　コンピュータシステム　数値解析　数値計算　偏微分方程式　PCクラスタ
クラスタコンピューティング　並列プログラム　PC間通信方式

■研究の概要 

情報工学部門コンピュータシステム研究室では、ハイエンドのスーパーコンピュー
ティング技術の研究をべ一スとして、最近の高性能で安価なPC(パソコン)を用いた
PCクラスタシステムの構築に関する研究開発およびコンサルテーションを行います。
　当研究室で電磁界解析を対象として行ったクラスタコンピューティングに関する
研究(2000-2001年)において、新しい通信方式(BDS方式)を提案し、性能評価を通して
その有効性を実証しました。ソフトウェア(OS)による通信制御を行っているにもかか
わらず、ハ一ドウェア(ギガビットイーサネット)のもつ性能をフルに引き出すことに成
功しました。
　また、近年は、数十コア程度のマルチコアコンピュータを対象に、従来は並列化による高速化が不可能なプログラ
ムであっても、大規模並列投機実行によって高速化する技術の開発を行っており、その成果を利用することも可能です。

■研究・技術のプロセス／研究事例
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優れた製品を開発・製造するためには、精度の高い数値解析やシミュレーションを要す
る場合があります。これに要する時間を短縮する技術を提供することにより、製品開発サ
イクルの短縮をお手伝いします。

①対象

②方法論
・複数台のPCを用いた並列コンピュータ
（PCクラスタ）
・イーサネットによるPC間通信リンク
・ソースが公開されているPC-UNIX利用に
　よるコスト削減

③研究テーマ決定までのアプローチ
アーキテクチャ全般
・PCクラスタのシステム構成
・性能評価技術・チューニング技法
アルゴリズムレベル
・アルゴリズムの開発・改良
・負荷分散技術
プログラミングレベル
・並列プログラムの作成技法
システムプログラムレベル
・PC間通信方式の開発
・クラスタコンピューティング用通信ライブラリの開発
・PC間通信を考慮したOS（PC-UNIX）の改良
ハードウェアレベル
・高速PC間通信のためのハードウェア開発
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